
（ ） （ ）
財務会計上
の短縮番号 4490

1101 1 1

（直近）

95.2%

0.40 3,200 0.55 3,840 0.55 3,750 0.55 3,750 100.0%

0.40 3,200 0.45 3,600 0.45 3,510 0.45 3,510 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0.10 240 0.10 240 0.10 240 100.0%

0 0 0 0 - 

96.0%

- 

- 

- 

96.0%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） （H26）

（1） 人 11 15 15 15 15

（2） 回 随時 随時 随時 随時 随時

（3） 人 814 1397 1446 1500 1500

（4） 件 155 213 310 400 500

選択の
理  由

7,700

11,700 12,240 11,750

単位

指
標
値

観光ボランティアガイドの育成

観光ボランティアガイドによる案内

ホームページの更新

区　　　　　分 内　　　　　　　　容

今後の観光案内所との棲み分けを精査し、継続。
但し、社会人落語日本一決定戦の費用を観光協会経由ではなく、市から直
接実行委員会に執行されるほうが望ましい。

今後の観光案内所との棲み分けを精査し、継続。
但し、社会人落語日本一決定戦の費用を観光協会経由
ではなしに市から直接実行委員会に執行されるほうが望
ましい。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し

市の任意団体である観光協会が実施してい
るため。

（参考）
   今後のアウトソーシング導入の可否

評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

全体の観光客数は増えている。

ホームページへの1日平均アクセス数

３　成果の達成状況

選択の
理　由

受益者負担　Ｂ

11,750

春・秋の観光シーズンに無料の市内巡回観光バス運行、ホームページの管理・運営、ふくま
る、ボランティアガイドの育成、観光講座の実施などを行う。

市内への集客を促進するため。

(決算）

11,450

8,500

国・府支出金

12,24011,700

(予算）

25 年度

(決算）

財

源

事業の目的 【どのような結果を得るか】

再任用短時間勤務職員

事　業　費（千円）

人  件  費  （人・千円）

正職員

任期付短時間勤務職員

24 年度

２４ 年 度 実 施 の 事 務 事 業
( ２５ 年 度 評 価 実 施 )

第  １  期  実  施  計  画  の
分類番号   /   事業番号   /   枝番号

担当課長名

事業の手段 【どうする（させる）ことで】

平成 24年度

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

１　事務事業の概要

市内巡回観光バスを廃止し、平成２５年度から五月山シャトルバスを運行※見直し内容を記入

事業の対象 【誰（何）を】

財務会計上の事業名

  支  出  合  計　Ａ

非常勤職員

8,000

(決算）

8,400

※根拠となる法令の条項までを記入

２　事業コスト・指標値の推移

H24/H23

事
業
コ
ス
ト
等

内

訳

11,450

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

22 年度 23 年度

その他財源

一般財源

実施期間

観光促進事業

  （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

第 １ 期実施計画の事業名

アルバイト

市民及び市外観光客

区　　　　　分

実施根拠

事業内容の見直し

 会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

観光促進事業

担当部課名

観光の振興

市民生活部・観光ふれあい課

岸上　孝志

施策名

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

投資的事業

実 施 未 実 施

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

サービス事業 定型事業プロジェクト事業

活動 成果

企業会計特別会計一般会計

活動

活動

活動

成果

成果

成果

継 続 時 限



（ ） （ ）
財務会計上
の短縮番号 810

1102 1 1

（直近）

100.0%

0.20 990 0.15 600 0.15 560 0.15 560 100.0%

0.10 800 0.05 400 0.05 390 0.05 390 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0.10 190 0.10 200 0.10 170 0.10 170 100.0%

94.7%

- 

- 

- 

94.7%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） （H26）

（1） 件 33 31 27 27 27

（2） 団体 1 1 1 1 1

（3）

（4）

選択の
理  由

150

1,360 750 710

単位

指
標
値

盆踊り等行事の開催

地域行事の促進

区　　　　　分 内　　　　　　　　容

地域行事の運営に一助となるこの事業は、このまま継続が望ましい。
地域行事の運営に一助となるこの事業は、このまま継続
が望ましい。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し

報償金のみの事業である
（参考）
   今後のアウトソーシング導入の可否

評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

地域行事が活性化に繋がる要因の一つにな
るように継続。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

受益者負担　Ｂ

710

例年７～８月に地域で開催される盆踊り等の行事に助成する。

住民相互の連帯感の高揚。

(決算）

710

370

国・府支出金

7501,360

(予算）

25 年度

(決算）

財

源

事業の目的 【どのような結果を得るか】

再任用短時間勤務職員

事　業　費（千円）

人  件  費  （人・千円）

正職員

任期付短時間勤務職員

24 年度

２４ 年 度 実 施 の 事 務 事 業
( ２５ 年 度 評 価 実 施 )

第  １  期  実  施  計  画  の
分類番号   /   事業番号   /   枝番号

担当課長名

事業の手段 【どうする（させる）ことで】

平成23年度

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

１　事務事業の概要

校区分の予算を地域分権に移譲（校区３万円）※見直し内容を記入

事業の対象 【誰（何）を】

財務会計上の事業名

  支  出  合  計　Ａ

非常勤職員

150

(決算）

150

※根拠となる法令の条項までを記入

２　事業コスト・指標値の推移

H24/H23

事
業
コ
ス
ト
等

内

訳

710

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

22 年度 23 年度

その他財源

一般財源

実施期間

地域行事等促進事業

  （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

第 １ 期実施計画の事業名

アルバイト

各校区、自治会・町内会

区　　　　　分

実施根拠

事業内容の見直し

 会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

地域行事等活動促進事業

担当部課名

観光の振興

市民生活部観光・ふれあい課

岸上　孝志

施策名

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

投資的事業

実 施 未 実 施

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

サービス事業 定型事業プロジェクト事業

活動 成果

企業会計特別会計一般会計

活動

活動

活動

成果

成果

成果

継 続 時 限



（ ） （ ）
財務会計上
の短縮番号 815

1102 1 2

（直近）

100.0%

0.20 990 0.30 1,800 0.30 1,730 0.30 1,730 100.0%

0.10 800 0.20 1,600 0.20 1,560 0.20 1,560 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0.10 190 0.10 200 0.10 170 0.10 170 100.0%

97.5%

- 

- 

- 

97.5%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） （H26）

（1） 人 7000 8500 14000 15000 16000

（2）

（3）

（4）

選択の
理  由

912

1,950 2,760 2,690

単位

指
標
値

集客数

区　　　　　分 内　　　　　　　　容

地元中心に、よく組織化されている。コミュニティの予算提案とあわせて、今
後も連携して実施。

地元中心に、よく組織化されている。コミュニティの予算
提案とあわせて、今後も連携して実施。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し

町内会主導のため
（参考）
   今後のアウトソーシング導入の可否

評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

地元町内会等を中心によくまとまり、実施され
ている。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

受益者負担　Ｂ

2,690

地元町内会を中心とした組織で構成されている「親と子の集い」実行委員会に委託して実
施。

世代を超えた地元住民の連帯感の高揚。

(決算）

2,642

960

国・府支出金

2,7601,950

(予算）

25 年度

(決算）

財

源

事業の目的 【どのような結果を得るか】

再任用短時間勤務職員

事　業　費（千円）

人  件  費  （人・千円）

正職員

任期付短時間勤務職員

24 年度

２４ 年 度 実 施 の 事 務 事 業
( ２５ 年 度 評 価 実 施 )

第  １  期  実  施  計  画  の
分類番号   /   事業番号   /   枝番号

担当課長名

事業の手段 【どうする（させる）ことで】

平成　22年度

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

１　事務事業の概要

野だて、ふれあい動物園の廃止（現在、地域分権による予算提案）※見直し内容を記入

事業の対象 【誰（何）を】

財務会計上の事業名

  支  出  合  計　Ａ

非常勤職員

960

(決算）

960

※根拠となる法令の条項までを記入

２　事業コスト・指標値の推移

H24/H23

事
業
コ
ス
ト
等

内

訳

2,642

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

22 年度 23 年度

その他財源

一般財源

実施期間

花菖蒲まつり開催事業

  （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

第 １ 期実施計画の事業名

アルバイト

地域に限らず世代を超えた市民

区　　　　　分

実施根拠

事業内容の見直し

 会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

花菖蒲まつり開催事業

担当部課名

観光の振興

市民生活部観光・ふれあい課

岸上　孝志

施策名

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

投資的事業

実 施 未 実 施

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

サービス事業 定型事業プロジェクト事業

活動 成果

企業会計特別会計一般会計

活動

活動

活動

成果

成果

成果

継 続 時 限



（ ） （ ）
財務会計上
の短縮番号 820

1102 1 3

（直近）

100.0%

0.50 2,780 0.50 2,800 0.50 2,680 0.50 2,680 100.0%

0.30 2,400 0.30 2,400 0.30 2,340 0.30 2,340 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0.20 380 0.20 400 0.20 340 0.20 340 100.0%

96.7%

- 

- 

- 

96.7%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） （H26）

（1） 人 35000 35000 35000 35000 35000

（2）

（3）

（4）

選択の
理  由

単位

受益者負担　Ｂ

3,480

区　　　　　分 内　　　　　　　　容

800

3,580 3,600 3,480

補助額は精査しながらも継続。 補助額は精査しながらも継続。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し

伝統行事という性質上、委託は不適切。
（参考）
   今後のアウトソーシング導入の可否

評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

北摂を代表する伝統の火祭りであり、市としても可
能な限りの支援が必要と考える。一方、保存会とし
ての更なる自助努力も望まれる。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

指
標
値

集客数

(決算）

3,480

800

(予算）

国・府支出金

3,6003,580一般財源

再任用短時間勤務職員

事　業　費（千円）

人  件  費  （人・千円）

正職員

任期付短時間勤務職員

24 年度

事業の手段 【どうする（させる）ことで】

平成22年度

25 年度

(決算）

財

源

※根拠となる法令の条項までを記入

実施期間

がんがら火保存会連合会運営助成事業

２４ 年 度 実 施 の 事 務 事 業
( ２５ 年 度 評 価 実 施 )

第  １  期  実  施  計  画  の
分類番号   /   事業番号   /   枝番号

担当課長名

事業の目的 【どのような結果を得るか】

保存会連合会との緊密な連携と協力により、献灯の円滑な執行を図る。

伝統文化の保存・継承

800

(決算）

800

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

１　事務事業の概要

大松明　３基⇒２基

 池田五月山大文字・がんがら火保存会連合会補助金交付要綱

※見直し内容を記入

事業の対象 【誰（何）を】

H24/H23

事
業
コ
ス
ト
等

内

訳

3,480

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

22 年度 23 年度

その他財源

  支  出  合  計　Ａ

非常勤職員

  （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

第 １ 期実施計画の事業名

アルバイト

市民並びに市外観光客

区　　　　　分

実施根拠

事業内容の見直し

２　事業コスト・指標値の推移

 会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

がんがら火保存会連合会運営助成事業

担当部課名

観光の振興

市民生活部観光・ふれあい課

岸上　孝志

施策名

財務会計上の事業名

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

投資的事業

実 施 未 実 施

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

サービス事業 定型事業プロジェクト事業

活動 成果

企業会計特別会計一般会計

活動

活動

活動

成果

成果

成果

継 続 時 限



　（　　　）
財務会計上
の短縮番号

4500

1102 1 4

（直近）

97.3%

0.60人 3,580 0.70人 4,400 0.70人 4,240 0.70人 4,240 96.4%

0.40人 3,200 0.50人 4,000 0.50人 3,900 0.50人 3,900 97.5%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0.20人 380 0.20人 400 0.20人 340 0.20人 340 85.0%

97.1%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      97.1%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 人 65,000 60,000 70,000 70,000 70,000

（2） 回 20 20 20 20 20

（3）

（4）

選択の
理　由

(決算）

25 年度

16,840

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

12,578

16,81816,658

22 年度

(決算）

23 年度

担当課長名 岸上　孝志

市民生活部観光・ふれあい課担当部課名

観光の振興

２　事業コスト・指標値の推移

　　　　（　　　　　　）   

猪名川花火大会開催事業

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類 番号 / 事 業番号 / 枝 番号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

第1期実施計画の事業名

財務会計上の事業名

猪名川花火大会開催事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

両市民並びに市外観光客

本市と兵庫県川西市、猪名川花火大会開催委員会との共催により開催。

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

賑わいのあるまちづくり並びに観光振興に寄与する。

事業内容の見直し 平成22年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成　　年度　～　）

事　業　費（千円）

(決算）

24 年度

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

※見直し内容を記入 打上げ数の減

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

アルバイト

H23/H22

13,078 12,928 12,600

(予算）
区　　　　　分

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員

単位

集客数

17,328

16,658 17,328 16,84016,818

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

川西市との合同開催のため

内　　　　　　　　容

企画・運営方法の再考

北摂の夏の風物詩として、市内外の方々に
定着している花火大会であり、今後も事業内
容を継続する中で見直しを図る。

選択の
理　由

事業内容を精査しながらも、安全に実施される事が望まれる。
池田市：川西市の負担割合について現在は同額。
但し執行額については、川西市の割合がやや高く、今後改善すべき課
題。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

事業内容を精査しながらも、安全に実施される事が望まれる。
池田市：川西市の負担割合について現在は同額。
但し執行額については、川西市の割合がやや高く、今後改善すべき課
題。

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

実 施 未 実 施

(

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

企業会計



（ ） （ ）
財務会計上
の短縮番号 4505

1102 1 5

（直近）

100.0%

0.50 3,390 0.45 3,000 0.45 2,900 0.45 2,900 100.0%

0.40 3,200 0.35 2,800 0.35 2,730 0.35 2,730 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0.10 190 0.10 200 0.10 170 0.10 170 100.0%

98.8%

- 

- 

- 

98.8%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） （H26）

（1） 人 300,626 264,697 299,052 300,000 300,000

（2）

（3）

（4）

選択の
理  由

4,500

7,390 8,000 7,900

単位

指
標
値

集客数

区　　　　　分 内　　　　　　　　容

実施日・開催日数や内容等の精査が必要。 実施日・開催日数や内容等の精査が必要。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し

事業の運営自体に多数の団体が関与し、会
議によって全てを決定しているため。

（参考）
   今後のアウトソーシング導入の可否

評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

何度かの見直しの結果、開催時期や事業内
容等において定着しきれない面もあったが、
ここ数年で定着しつつあるので、引き続き継
続の考え。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

受益者負担　Ｂ

7,900

市域商工団体、趣旨に賛同する者等をもって「池田市民カーニバル　いけだ・いらっしゃい
祭振興会」を組織し、企画・運営を行う。

市内外の多くの人たちが参加することにより、地域の発展と市民の連携を深めるとともに、い
きいきと輝く賑わいのあるまちづくりに寄与する。

(決算）

7,400

4,000

国・府支出金

8,0007,390

(予算）

25 年度

(決算）

財

源

事業の目的 【どのような結果を得るか】

再任用短時間勤務職員

事　業　費（千円）

人  件  費  （人・千円）

正職員

任期付短時間勤務職員

24 年度

２４ 年 度 実 施 の 事 務 事 業
( ２５ 年 度 評 価 実 施 )

第  １  期  実  施  計  画  の
分類番号   /   事業番号   /   枝番号

担当課長名

事業の手段 【どうする（させる）ことで】

平成23年度

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

１　事務事業の概要

さくらまつりと事業統合※見直し内容を記入

事業の対象 【誰（何）を】

財務会計上の事業名

  支  出  合  計　Ａ

非常勤職員

5,000

(決算）

5,000

※根拠となる法令の条項までを記入

２　事業コスト・指標値の推移

H24/H23

事
業
コ
ス
ト
等

内

訳

7,400

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

22 年度 23 年度

その他財源

一般財源

実施期間

池田市民カーニバル開催事業

  （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

第 １ 期実施計画の事業名

アルバイト

市民並びに市外観光客

区　　　　　分

実施根拠

事業内容の見直し

 会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

池田市民カーニバル開催事業

担当部課名

観光の振興

市民生活部観光・ふれあい課

岸上　孝志

施策名

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

投資的事業

実 施 未 実 施

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

サービス事業 定型事業プロジェクト事業

活動 成果

企業会計特別会計一般会計

活動

活動

活動

成果

成果

成果

継 続 時 限



（ ） （ ）
財務会計上
の短縮番号 4880

1103 1 1

（直近）

90.9%

0.40 3,200 0.30 2,400 0.30 2,340 0.30 2,340 100.0%

0.40 3,200 0.30 2,400 0.30 2,340 0.30 2,340 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

96.8%

- 

- 

- 

96.8%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） （H26）

（1） 事業 4 8 7 8 8

（2） 回 4 4 4 4 4

（3）

（4）

選択の
理  由

260

3,487 2,686 2,600

単位

指
標
値

広域観光での事業

担当者会議での検討

区　　　　　分 内　　　　　　　　容

事業内容の改善が望ましい。
豊能地区広域観光推進協議会における事業内容(特にＨＰの在り方等)の改
善及び精査をし、負担金額を減少させた上で継続。

事業内容の改善が望ましい。
豊能地区広域観光推進協議会における事業内容(特にＨＰの
在り方等)の改善及び精査をし、負担金額を減少させた上で継
続。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し

他市との協議が必要な事業のため。
（参考）
   今後のアウトソーシング導入の可否

評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

観光あるきについては順調に推移している
が、ＨＰ等、課題もあり。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

受益者負担　Ｂ

2,600

池田市・豊中市・箕面市・豊能町・能勢町の３市２町で構成している豊能地区広域観光推進
協議会において、事業を協議し実施を行う。

豊能地区の特性を活かした観光振興事業を行う。

(決算）

2,600

287

国・府支出金

2,6863,487

(予算）

25 年度

(決算）

財

源

事業の目的 【どのような結果を得るか】

再任用短時間勤務職員

事　業　費（千円）

人  件  費  （人・千円）

正職員

任期付短時間勤務職員

24 年度

２４ 年 度 実 施 の 事 務 事 業
( ２５ 年 度 評 価 実 施 )

第  １  期  実  施  計  画  の
分類番号   /   事業番号   /   枝番号

担当課長名

事業の手段 【どうする（させる）ことで】

平成　　年度

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

１　事務事業の概要

※見直し内容を記入

事業の対象 【誰（何）を】

財務会計上の事業名

  支  出  合  計　Ａ

非常勤職員

260

(決算）

286

※根拠となる法令の条項までを記入

２　事業コスト・指標値の推移

H24/H23

事
業
コ
ス
ト
等

内

訳

2,600

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

22 年度 23 年度

その他財源

一般財源

実施期間

広域観光推進事業

  （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

第 １ 期実施計画の事業名

アルバイト

市民および市外観光客

区　　　　　分

実施根拠

事業内容の見直し

 会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

広域観光推進事業

担当部課名

観光の振興

市民生活部観光・ふれあい課

岸上　孝志

施策名

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

投資的事業

実 施 未 実 施

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

サービス事業 定型事業プロジェクト事業

活動 成果

企業会計特別会計一般会計

活動

活動

活動

成果

成果

成果



（ ） （ ）
財務会計上
の短縮番号 4475

1104 1 2

（直近）

163.8%

0.00 0 0.05 400 0.05 390 0.05 390 100.0%

0 0.05 400 0.05 390 0.05 390 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

107.2%

- 

- 

- 

107.2%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） （H26）

（1） 日 123 87 128 100 100

（2）

（3）

（4）

選択の
理  由

167

104 469 503

単位

指
標
値

点灯日数

区　　　　　分 内　　　　　　　　容

点灯日数や時間を検討しながら、節電及び省エネを考慮した上で、継続。
点灯日数や時間を検討しながら、節電及び省エネを考
慮した上で、継続。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し

川西市、阪神高速道路（株）との共催事業
（参考）
   今後のアウトソーシング導入の可否

評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

新猪名川大橋を観光資源とし、より広域にPR
したい。また川西市、阪神高速道路（株）との
共催事業なのでこれからも継続していきた
い。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

受益者負担　Ｂ

503

新猪名川大橋を土･日・祝とイベント開催日にライトアップすることで、池田のトレードマークと
して活用する。（川西市、阪神高速道路（株）との共催事業）

地域の活性化を図るため。

(決算）

557

104

国・府支出金

469104

(予算）

25 年度

(決算）

財

源

事業の目的 【どのような結果を得るか】

再任用短時間勤務職員

事　業　費（千円）

人  件  費  （人・千円）

正職員

任期付短時間勤務職員

24 年度

２４ 年 度 実 施 の 事 務 事 業
( ２５ 年 度 評 価 実 施 )

第  １  期  実  施  計  画  の
分類番号   /   事業番号   /   枝番号

担当課長名

事業の手段 【どうする（させる）ことで】

平成２３年度

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

１　事務事業の概要

節電に伴う、点灯時間の変更(PM８～１０)※見直し内容を記入

事業の対象 【誰（何）を】

財務会計上の事業名

  支  出  合  計　Ａ

非常勤職員

113

(決算）

69

※根拠となる法令の条項までを記入

２　事業コスト・指標値の推移

H24/H23

事
業
コ
ス
ト
等

内

訳

557

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

22 年度 23 年度

その他財源

一般財源

実施期間

新猪名川大橋ライトアップ事業

  （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

第 １ 期実施計画の事業名

アルバイト

市民及び観光客

区　　　　　分

実施根拠

事業内容の見直し

 会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

新猪名川大橋ライトアップ事業

担当部課名

観光の振興

市民生活部観光・ふれあい課

岸上　孝志

施策名

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

投資的事業

実 施 未 実 施

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

サービス事業 定型事業プロジェクト事業

活動 成果

企業会計特別会計一般会計

活動

活動

活動

成果

成果

成果

継 続 時 限



（ ） （ ）
財務会計上
の短縮番号 4509

1104 1 3

（直近）

2.2%

0.00 0 0.20 1,600 0.20 1,560 0.20 1,560 100.0%

0 0.20 1,600 0.20 1,560 0.20 1,560 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

85.5%

- 

- 

- 

85.5%

- 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） （H26）

（1） 回 12 16 15 15

（2）

（3）

（4）

選択の
理  由

単位

1,565

区　　　　　分 内　　　　　　　　容

9

0 1,830 1,565

実績を積む事で、将来は映画祭を開催。 実績を積む事で、将来は映画祭の開催。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し

官民を問わず、市全般を紹介する必要がある
ため。

（参考）
   今後のアウトソーシング導入の可否

評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

撮影回数は、ほぼ月１回ペース。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

指
標
値

撮影誘致回数

(決算）

1,569

230

25 年度

受益者負担　Ｂ

映画・ドラマ・その他映像関係のメディアの撮影場所を提供する事で露出機会を増やして、
広く池田市を認知してもらう。

地域の活性化及び観光客数の増加を図る。

正職員

任期付短時間勤務職員

1,569

国・府支出金

1,8300

事業の手段 【どうする（させる）ことで】

平成　　年度

(決算）

財

源

事業の目的 【どのような結果を得るか】

再任用短時間勤務職員

事　業　費（千円）

人  件  費  （人・千円）

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

１　事務事業の概要

※見直し内容を記入

事業の対象 【誰（何）を】

財務会計上の事業名

２４ 年 度 実 施 の 事 務 事 業
( ２５ 年 度 評 価 実 施 )

第  １  期  実  施  計  画  の
分類番号   /   事業番号   /   枝番号

担当課長名

２　事業コスト・指標値の推移

H24/H23

事
業
コ
ス
ト
等

内

訳

(予算）(決算）

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

22 年度 23 年度

その他財源

一般財源

実施期間

  支  出  合  計　Ａ

非常勤職員

※根拠となる法令の条項までを記入

  （平成23年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

第 １ 期実施計画の事業名

アルバイト

市民及び観光客

区　　　　　分

実施根拠

事業内容の見直し

24 年度

5

 会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

いけだフィルム・コミッション事業

担当部課名

観光の振興

市民生活部観光・ふれあい課

岸上　孝志

施策名

いけだフィルム・コミッション事業

１ 導入済

２ 事業の全てが可能

３ 事業の一部が可能

４ 不可能

１ 事業内容・手法を改善

２ 現在の事業内容を継続

３ 事務事業を廃止

Ａ 目標に向かって順調に推移している

Ｂ 目標に向かって順調に推移していない

Ｃ 判断できない

投資的事業

実 施 未 実 施

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時 限

サービス事業 定型事業プロジェクト事業

活動 成果

企業会計特別会計一般会計

活動

活動

活動

成果

成果

成果


